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親
愛
な
る
村
民
皆
様

明
け
ま
し
て
御
芽
出
度
う
御
座
い
ま
す

光
輝
あ
る
昭
和
四
十
四
年
の
新
春
を
迎

え

る
に
当
り
謹

ん
で
年
頭
の
辞

を
申
し

上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
昨
四
十
三
年
は
国
内
外
と

も
に
多
事
多
難

の
年
で
あ
っ

た
訳
で
す

が
我
が
蓬
田

村
に
と
っ
て
見
れ
ば
む
し

ろ
輝

か
し
い
記
念
す

べ
き
年
で
あ
っ

た

事
柄

が
伺
え
る
の
で
行
政
施
策
上
幾
多

の
業
績
を
銘
記
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

即

ち
明
治
百
年
記
念
並
び
に
村
政
執
行

八
十
周
年
記
念
の
事
業
は
村
当
局

を
始

め
各
種
機
関
団
体
は
勿
論
り
民
こ
ぞ
っ

て
の
盛
り
上
り
か
ら
産
業
経
済
教
育
民

生
安
定
と
キ

メ
細
や
か
に
計
画
実
現

を

見

た
の
で
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
産
業
経
済
施
策
に
就
て
申
し

ま
す
と
先
づ
、
春
以

来
の
不
順
天

候
を

克
服
し
て
見
事
に
豊

壌
の
出
来
秋
を
収

め
農
協
十
万
俵

倉
庫

の
落
成
、
進
ん
で

は
村
内
い
た
る
処
新
規
開
田
と
木
場
整

備
事
業
が
行
わ
れ
新
農
政

の
展
望
に
即

応
せ

る
不
抜
の
基
礎
対
策

が
約
束
さ
れ

又
県
道
完
全

ホ
装
海
岸
工
事
の
進
捗
其

の
他
災
害
対
策
及
び
一
般
農
耕
土
木
事

業
の
急
速
処
理
更
ら
に
教
育
の
面

に
於

て

は
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
運
営

を
始
め
玉
松

の
献
燈
蓬
田
城
趾

の
碑
建

立
殊
に
蓬

田
音
頭

の
作
曲
振
付

、
村
章

制
定
然
も
村
民
一
人
く

の
自

覚
と
責

任
を
蘂
盤
と
せ
る
村
造
り
の
た
め
村
民

憲
章
を
制
定
宣
言
せ
ら
れ
た
事

柄
は
大

き
く
我
村
将
米
百
年
の
基
本

を
明
確
に

し
た
感
激
で
あ
り
ま
す
。

も
っ
て
民
心
を
安
ず
る
に
消
防
行
政
に

就
い
て
は
多
年
念
願
と
せ
る
日
本
消
防

協
会
の
名
醫
あ
る
表
彰
旗
樹
立
の
光
栄

と
国
保
運
営
の
実
績

は
又
厚
生
大
臣
表

彰

の
栄
に
輝

き
且
は
交
通
の
災
害

か
ら

守

る
べ
く
村
対
策
協
議
会
の
発
足
と
共

に
末
端
組
織
に
之

れ
を
及
ぼ
し

加
え
て

第
二
回
農
集
電
話

と
全
村
有
線
放
送
施

設
の
完
成
に
よ
る
万

全
の
施
策
を
強
化

せ
る
等
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す

事

は
之
れ
一
入

に
村
議
会
を
始

め
村
民

各
位
の
郷
土
愛

に
徹
し
た
御
協
力
の
賜

と
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
御
座
い

ま
す
。
尚
御

約
束
の
如
く
村

の
総

て
を

あ

づ
か
る
者
と
し
て
其
の
も
っ
と
も
正

す

べ
き
村
財
政
面

は
明
る
く
健

全
に
運

営
せ
ら
れ
年
度
決
算
も
一
般
特
別
会
計

共

に
大
き
く
黒
字
を
以
っ

て
御

報
告
出

来
ま
し
た
の
で
御
安
心
を
預
け
ま
す
事

を
同
慶
に
存
ず
る
も
の
で
御
座
い
ま
す

以

上
村
政
の
大
綱

か
ら

は
不
当

に
安
泰

で
あ
り
ま
し
た
が
さ
て
村
民
毎
戸

に
そ

し
て

Ｉ
人
く

の
身
上
に
思
い
を
致
す

な
ら
ば
ま
だ
く

行
政
の
浸
透
性
に
於

て
幸
せ
な
も
の
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か

御
正
月

の
慶

び
の
中
に
病
床

に
伏
る
方

さ
て
家
計
上
の
御
心
配

事
な
ど
大
変
お

こ
ま
り
の
方

々
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

万

端
の
事
柄

に
及
べ
ば
身
の
至
ら
な
い

ま
ま
に
不
足
の
点
も
多

か
フ

塵
爭
と
思

う
時
深

く
御
同
情
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
何
に
か
と
又
御
気
軽

に
御
相
談
を

承
ま
わ
れ
る
よ
う
切
望
す

る
も
の
で
あ

り
ま
す
斯
様
な
難
点
に
立
ち
て
明
け
ゆ

く
昭
和
四
十
四
年
は
村
民
の

Ｉ
人
く

が
健
康
で
愉
快
に
働
き
明

る
く
豊
か
に

希
望
に
満
ち
た
生
活
を
求

め
て
ょ
り
経

済
の
成
長
と
教
育
文
化
を
高

め
て
癒
合

和
楽
の
真

に
住
み
ょ
い
村
造
り
に
全
情

魂
を
傾
注
致
や
所
存
で

御
座
い
ま
す
。

何
卒
村
民
各
位
の
御
協
力
を
御
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
尤
も
構
想
の
細

部
に
つ
き
ま
し
て
は
新
年
度
予
算
編
成

の
方
針
に
よ
っ
て
明
確
に
致
し
ま
し
て

有
線
放
送
運
営
に
つ
い
て

客
年
十
一
月
三
十
日
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

方
式
に
よ
る
有

線
放
送
が
開
通
し

、
モ

の
運
営
に
つ

い
て
協
議
会

を
開

き
大
綱

を
決
め
、
細
部
の
運
営
は
村
理
事
者

に

一
任
す
る
こ
と

に
し
た
。

放
送
は
一
月
一
日

か
ら
開
始
す
る
。

一
、
大
　
　

要

Ｏ

、
広
報
を
目
的
と
Ｉ
、
村

の
出
来

ご
と
、
災
害
救
助
、
行
政
指
導
、

部
落
連
絡
、
行
方
通
知
、
そ
の
他

緊
急
を
要

す
る
も

の
。

口

、
放
送
範
闘

一
、
定
時

二
、
臨
時

三
、
緊

急

二
、
放
送
内
容

1
0
0
g
5
8
、
定
時
放
送

イ
、
行
　
效
　
指
　
導

口
、
行
　
事
　
通
　
知

②
、
臨
時
放
送

イ
、
行
　
政
　
指
　
導

口
、
行
　
事
　
通
　
知

（

、
部
落
行
政
（
部
落
令
体

の
行
事
）

1
、
緊
急
放
送

イ
、
行
　
政
　
指
　
導

口
、
火
　
　
　
災

（

、
事
　
　
　
故

二
、
急
　
　
　
病

ホ
、
災
　
　
　
害

岫
、
時
問

帯

一
、
定
時
放
送

十
一
月
～
三
月

朝
　
　

七
時
～三
〇
分

昼
　

十
二
時
～三
〇
分

夜
　
　

四
時

ど三
〇
分

四

月
～
十
月

朝
　
　

六
時
？三
〇
分

昼
　

十
二
時
？三
〇
分

夜
　
　

七
時
２三
〇
分

【
写
真
…
…
有
線
放
送

の
初
放
送
】

紙
面
の
’
氣
上
割
愛
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
か
ら
御
了
承
賜
り
ま
す
。

こ
こ
に
新
年

を
心
か
ら
御
祝
い
申
し
上

げ
村
民
皆
様
の
御
健
康
と
弥
栄
の
御
幸

福
を
御
祈

り
申
し

上
げ
て
年
頭

の
辞
と

致
し
ま
す
。
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蓬
田
村
民
憲
章
制
定
さ
る

十
一
月
二
十
三
日
、
明
治
百
年
記
念
祝
典

町
村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典
に
於
て

１

、
村
民
憲
章
の
制
定

の
動
機

明
治
百
年
記
念
事
業

を
実
施
す
る
に
当

り
、

推
進
実
行
委
員
会
を
設
立
し
実
施

計
画
予

算
等
審
議
し

ま
し

た
。

そ
の
中
で
、
蓬
田
村

民
が
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
感
覚
と
教
養
を
身
に
っ

け
た
情
操
豊
な
文
化
人
と
し
て
平

和
な

村
民
生
活

を
樹
立
す

る
た
め
、
村
民

の

「
道
し

る
べ
」
と
し
て
村
民
の
よ
る
べ

き
規
模
を
定
め
る
こ
と
の
必
要
か
ら
村

民
憲
章
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
制
定
し

よ
う
と
い
う
声
が
高
ま
り
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
別
に
起
草
委
員
会
を
発
足

さ
せ
村
憲
章
制
定
す

る
こ
と
に
な
っ

た

２

、
制
定
起
草
準
備
委
員
会
（

別
表

の

通

り
）

各
界
代
表
及
び
学
織
経
験
者
の
構
成

に

よ
る
、
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
即
起

草
委
員
会
に
切
り
替
え
、
制
定
の
可
決

を
確
認
し
、
憲
章
の
名
称
及
び
作
成
要

領
等
を
審
議
し
、
さ
ら
に
起
草

実
行
委

員
会
を
設
置
（
委
員
数
及
び
選
考
田
公

民
舘

事
務
局
一
任
）
審
議
す
る
こ
と
に

決
定
し

た
。

３
、
起
草
実
行
委
員
会
（
別
表

の
通
り
）

主
と
し
て
制
定
起
草
委
員
の
中
か
ら
選

任
さ
れ

た
起
草
実
行
委
員
会
は
、
先
の

委
員
会
で
出
さ
れ
た
内
容
に
基

づ
き
、

更

に
二
十
数
頃
目

に
分
類
し
文
案
及
び

名
称
等
を
審
議
、
起
草
案
の
作
成
が
な

さ
れ
た
。

４

、
制
定
会
議

制
定
起
草
委
員
会
が
開
催
さ
れ

、
起
草

案

を
審
議

の
う
え
制
定
が
正
式
決
定
さ

れ

る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
昭
和
四

十

三
年
十
一
月
二
十
三
日
明
治
百
年
記
念

祝

典
、
町
村
制
施
行
八
十
週
年
記
念
式

典

に
お
い
て
蓬
田
村
民
憲
章
の
制
定
が

発
表
さ
れ
、
告
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

蓬

田

村

民

憲

章

わ
た
く
し
た
ち
は
伝
統
あ

る
玉
松
精

神

を
尊
重
し
、
蓬
田
村

の
村
民
で
あ
る

こ

と
に
誇

り
と
責
住
を
感
じ
、
こ
の
憲

章

を
か

か
げ
て
明
る
い
、
ゆ
た

か
な
、

す
み
よ
い
、
蓬
田
村

を
つ
く
る
こ
と
に

つ
と
め
ま
し

よ
う

一
、
な
ん
で
も
話
し
あ
い
、
た
が
い
に

助
け
あ
う
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し

よ
う
甬
広
く
話
し

合
い
の
場
を
つ
く
り
、

相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
し

よ
う

㈲
隣
り
近
所
は
お
た
が
い
に
親
し
み

助
け
あ
い
ま
し
よ
う

㈲
老
人
や
子

供
を
い

た
わ
り
、
そ
の

施
設
（

老
人

ホ
ー
ム
や
児
童
の
遊

び
場
）

を
つ
く
り
ま
し
よ
う

㈲
き
ま
り
の
よ
い
生
活
を
し

、
集
会

の
時
間

を
守

り
ま
し
よ
う

㈲
礼
儀
作
法
を
重
ん
じ
、
言
葉

づ
か

い
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う

㈲
公
衆
道
徳
を
高
め
、
公

共
の
施
設

を
大
切

に
し

ま
し
よ
う

閇

交
通
法
規

を
よ
く
守
り
ま
し

よ
う

㈲
防
火
防
１

．Ｊ
Ｉ

’協
力
し

ま
し

よ

う
㈲
公
私
そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
精
神
を

高
め
ま
し
よ
う

一
、
げ
ん
き
で
働
き
、
楽
し
い
家
庭
と

ゆ
た
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

｀

①
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
く

ふ
う
を
し
ま
し
よ
う

㈲
家
庭
の
民
主
化
に
つ

と
め
、
家
族

相
互
ｅ

協
力
し
ま
し

よ
う

㈲
家
庭
の

行

事

を

大

切

に

し

ま

し

よ
う
ヽ

㈲
子

ど
も
の
健
全
な
育

成
に
つ
と
め

ま
し

よ
う

向
日
常

生
活
に
ス
ポ

ー
ツ
や

レ
ク
レ

ー

シ
ョ
ン
を
と
り
い
れ
ま
し
よ
う

㈲
仕
事
の
合
理
化
と
能
率
化
を
図
り

生
産
を
高
め
経
済
を
ゆ

た
か
に
し

ま
し
よ
う

向
科
学
技
術
を
重
ん
じ
、
創
造
開
発

に
つ
と

め
ま
し

よ
う

一
、
こ
こ
ろ

か
ら
郷
土
を
愛
し
す
す
ん

で
す
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

①
先
人

の
偉
業
を
尊
び
ま
し
よ
う

②
郷
土
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
食
住
の
改

善
に
つ
と
め
ま
し
よ
う

㈲

教
育
施
設
を
拡
充
し
、
学
佼
教
育

を
充
実
し

ま
し
よ
う

両
社
会
教
育
施
設
を
充
実
し
、
そ
の

振
興
に
つ
と

め
ま
し
よ
う

向
学
佼
と
家
庭
と
社
会
の
提
け
い
協

力
を
強
め
ま
し
よ
う

㈲
文
化
活
動
を
盛
ん
に
し

ま
し

よ
う

向
環
境
衛
生（

力
や
は
え
の
駆
除
等
）

や
公
衆
衛
生
（
伝
染
病
予

防
等
）

に
つ
と
め
ま
し
よ
う

㈲
玉
松
公
園
の
草
木
を
大
切

に
し
海

水
浴
場
を
き
れ
い
に
し

ま
し
よ
う

㈲
道
路
や
下
水
の
清
掃
に
つ

と
め
ま

し
よ
う

帥
文
化
的
生
活
を
高
め
る
く
ふ
う
し

す
み
よ
い
家
庭
や
社
会
環
境
を
つ

く
り
ま
し
よ
う

昭
和
四

十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
制
定

村

民

憲
章

起

草

の

基

本

的

な

考
え

方

一
、
村
民
憲
章
の
構
造

①
こ
の
憲
章

は
、
蓬
田
村
民

と
し
て
望

ま
し
い
近
代
村
民

偸
を
健
康
性
、
生

産
性
、
道
徳
性
、

文
化
性
と
い
う
四

ツ
の
源
資
質
と
し

て
と
ら
え
、
蓬
田

村
の
ピ
ジ
ョ
ン
と

し
た
。

そ
の
語
源
と
も
つ

内
容
を
探
究
し
二

十
二
項
か
ら
な
る

語
を
生
み
そ
れ
ぞ

れ
に
分
類
し
三
項

目
に
し
ぼ
り
明
る

い
、
ゆ
た
か
な
、

す
み
よ
い
、
村
民

性
を
え
が
き
、
さ

ら
に
蓬
田
村
の
長

所
、
短
所
を
究
明

し
、
蓬
田
村
の
特

色
や
種
々
な
課
題

を
織
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

②
こ
の
憲
章
は
、

各
項
目
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
意
味
を

も
た
せ
る
と
と
も

に
、
互
に
有
機
的

な
関
連
を
も
つ
よ

う
に
し
、
各
項
目

の
後
段
で
村
民
の

生
活
基
盤
を
家
庭

か
ら
郷
土
ま
で
下

図
の
よ
う
に
同
心

円
的
に
広
が
り
を

も
た
せ
て
表
現
し

た
も
の
で
す
。

村民像

健康性　生産性　道徳性　文化性
村民性

明 る い| 荳 と｝;jF 徳｀ 個 人｀ 親 愛｀ 隣人愛

ゆ　 ゛　　 生産、科学、創造、貢献、経済、協同たか’£　|　開発（大舘精神）、開発

住みよい　　 文 化ヽ調 和ヽ政 治ヽ 社 会ヽ歴史性
郷土愛、玉松精神、奉仕

長　　　
長　 郷土受

｀
協調性
｀
親切
｀
努力性ヽ

素直さ、文化性、生活安定性に富
所　 んでおる＝不良化が少い

短　 積極性、社会道徳、創造性、自主

短　　　 所| 性、科学性、合理性に乏しい

二
、
村
民
憲
章
の
表
現
方

式

①
こ
の
憲

章
は
、
各
項
目

ご
と

に
前
般

に
村
民
個
々
の
望
ま
し

い
生
活
の
在
り

方
を
の
べ
後
段
に
、
こ
う
し
た
村
民
生

活
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私

た
ち
の

（

五
ペ
ー
ジ

へ
続
く
）
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部 落 別 職　　 名 表　彰者名　　　　本人及び遺族名｜

長　　 科 助　　 役 坂　本　歓一郎 坂　本　范　一

蓬　　 田 々 工　藤　慎一郎 丁　葫　政　治

広　　 瀬 多 川　中　喜　八 田　中　喜八郎

夕 多 川　畸　三　郎 川　畸　豊　松

長　　 科 夕 張L 肝 音 吉 本　　　 人

阿弥陀川 々 倉　谷　松　恵 本　　　 人

長　　 科 収 入 役 坂　汞　甚三郎 坂　本　祐　一

圜 辺 地 ク 木　村　福　松 木　村　　　 繁

阿弥陀川 夕 山　谷　徳　蔵 山　谷　俊　雄

長　　 科 夕 工 藤 饑右工門 工　藤　さくら

蓬　　 田 多 小　松　清　助 小　松　タ　ヤ

l 阿弥陀川 多 八　戸　倉次郎 本　　　人

瀬 辺 地
県識勁議員
晨泓組合長

小　野　清　七 本　　　人

蓬　　 田I 村議会議長 清　水　専　造 本　　 人

中　　 沢 村議会議員 吉　田　喜兵衛 (清一改名)
吉　田　喜兵衛

瀬 辺 地 ク 越　田　栄次郎 越　田　長太郎

阿弥陀川 夕 八　戸　倉　助 (実改名)
八　戸　倉　助

高　　 根 々 稲 葉 三郎兵衛 稲　葉　チ　セ

中　　 沢 夕 坂　本　竹　松 坂　本　万太郎

瀬 辺 地 多 山　館　竹四郎 山　館　誠　弘

蓬　　 田 夕 田　中　熊次郎 田　中　　　薫

広　　 瀬 夕 田 中 丑 松 田　中　一　雄

瀬 辺 地 夕 田 中 孫 八 田　中　栄　蔵

夕 夕 久　慈　勇　丈 久　慈　キ　サ

夕 夕 山　館　清　一 山　館　清　剛

阿弥陀川 夕 八　戸　倉　助 本　　　 人

夕 夕 森　　　孫太郎 ク

蓬　　 田 夕 吉　崎　慶次郎 々

長　　 科 夕 松 本 倉五郎 多

阿弥陀川 夕 倉　谷　八太郎 夕

夕 夕 八　戸　要　助 夕

郷　　 沢 々 大　宮　金　助 夕

瀬 辺 地 々 山　口　与　八 々

瀬 辺 地 久　慈　政　吉 久　慈　キ　サ

広　　 瀬 学務委員 越　田　長五郎 越　田　豊　治

長　 科 夕 藤　本　石　蔵 藤　本　 カ　ソ

高　　 根 ク 稲　葉　藤太郎 稲　葉　孝太郎

阿弥陀川 々 八　戸　源　助 八 戸 一 郎

町村制施行80周年記念式典挙石

11月23日蓬中に於て

四十三il四 月から明治百年記念行事推進委員会を設置

記念行事を行つて余た。

その総しめくくりとして記念祝典を催し村内外から百余

名の参列を得て盛大に挙行された。

折りよく村憲章起草が制立し制定宜言がなされ自治教杳

功労者の表彰及び感謝状が贈られ、清水専造長老が明治

の思い出話に花が咲き盛会裡に｡幕を閉じた。

【
写
真
…
…
明

治
百
年
記
念
祝
典
】

【

写
真
…
…
表
彰
状
並
び
″
　
　

状
贈
呈

式
】

部 落 別｜職　 名 表　彰　者　名　　本人及び遺族名

中　　 沢 村　　 長 坂 本 与 作! 坂 本 大 博

阿弥陀川 々　　｜八　戸　弥太郎 八　戸　信　行

広　　 瀬 多 小　 畑　兵　治 小　畑　清　実

中　　 沢 々　1 坂 本 義 徹 坂 本 義 雄

蓬　　 田 夕 青　木　三次郎 青　木　三千郎

長　　 科 々 坂　本　喜三郎 坂 本 英 雄

阿弥陀川 ク　　ｉ森　　　藤　八 森　　　光　秀

中　　 沢 多 坂　本　種　－ 坂 本 大 博

阿弥陀川 夕 八　戸　専九郎 八　戸　信　行

広　　 瀬 夕 田　中　吉　松 田　中　一　雄

蓬　　 田 ク 武　井　巳之吉 本　　　　 人
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部 落 名！駭　 名！表 彰 者 名｜本人及び遺族名

中　　 沢 勁 炉 島快 本　卯之助 坂　本　 亀　雄

ク　　｜　　 ク 坂　本　降　綱 本　　　 人

々　 ｉ　 ゃ　 ｉ坂 本 貞 教！　　 ク

長　　 科 夕 張　間　周太郎 夕

夕　　　　　　夕 坂　本　一　 郎 坂　本　祐　一

ク　 ｜　 ク　　＝坂 本 孫九郎 本　　　 人

広　 瀬 ＝　 々 天　 内　岩次1ト　　　 タ

夕 ク　　Ｊ田　中　吉兵衛 夕

ク 夕 田　中　吉太郎 田 中 吉右工門

高　 很｜　 ク　 ！久 慈 仁三郎 久　慈　寛　－

多　　　　　　多 林　崎　仁　助 八　幃　邦　雄

ク 夕 小野寺　孫　作
本　　　 人

& 6 - 　 　 - - ･ - - - 　 - ¶■ -  - -

節 辺 川厂行政連絡即 北　川　健　三 本　　　 人

｜

功労長彰 Ｉ張　間　謙　 古

１

広　　 顫 ｉ田　中　古兵衛 (已之松改名)
田　中　吉兵衛

阿弥陀川 １佐 藤 笊 法 佐　藤　與　嶺

八 戸 宥一郎1 八 戸 清 一

｜相　坂　国　松

鈴　木　繁太郎

｜　　　　 工 鯔 文 吾｜

宵森十木事務所長

青 森 保 線 区長

青 森 電 話 局長

青森海岸事政所
海岸出張所 胚　

｜

青森
県土地改良

事業団体連合会

部 落 名 職　名　　表　彰　者　名　　本人及び遺族名

広　　瀬 学 校 長 高　松　勇　蔵 高　松　みのる

阿弥陀川 多 森　　　光　秀 本　　　 人

蓬　　 田 夕 田　中　　　 薫 夕

中　　 沢 々　| 坂 本 勝太郎 坂 本　　 基

村　　 外 多 沢　谷　三　郎 本　　　 人

ク 夕 清 江 紀 一 ク

夕 多 八　田　勝　郎 夕

多 分校主任 佐　藤　圧　一 佐　藤　そ　 め

瀬 辺 地 区　　 長 久　慈　寅五郎 久　慈　キ　サ

中　　 沢 夕 吉　田　勘太郎 吉　田　繁　雄

広　　 瀬 夕 越　田　申　松 越　田　兼太郎

郷　　 沢 方
面委員
民生委員

高　田　平之助 高　田　隆　広

阿弥陀川 夕 八　戸　三　郎 本　　　人

蓬　　 田 消防組頭 中　村　賢太郎 中　村　賢　逸

瀬 辺 地 夕 越　田　源　治 本　　　 人

長　　 科 消防団長 坂 本 茂 雄 本　　　 人

瀬 辺 地 夕 越　田　由太郎 越　田　由　一

瀬 辺 地 村議会議員
そ　の　他

飯　田　元　吉 飯 田 伊 一

郷　　 沢 々 福　井　宇　吉 福　井‘一　衛

夕 ク 福　井　音次郎 福　井　亀太郎

蓬　　 田 夕 武　 井　永　蔵 武　井　巳之吉

夕 夕 田　中　 福　蔵 田　中　　　 漲

郷　　沢 多　し 高　田　長次郎 本　　　 人

子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
結
成
さ
る

十

一

月

二

十

五

日

小

ど

亀

会

育

成

ｉ゙
　

゛
　
「
　
　
　
　

－
一
一
　
　
丶

連

絡

協

頤

会

結

成

搴

備

委

員

会

を

開

催

満

場

一

致

で

結

成

す

べ

し

と

決

定

十

二

月

四

日

結

成

総

会

を

開

催

し

蓬

出

村

子

ど

も

会

育

成

連

絡

協

議

会

が

発

足

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
‐０
に
役
員

は
茨

の

通

り

決

定

会
　

長
　

小
　

猿

．
粕
　

雄

副
会

長
　

坂
　

本
　
　
　

登

々
　
　

武
　

井
　

キ
　

ノ

監

事

坂

本

増

吉

々
　
　

八
　

幡
　

邦
　

雄

子
ど
も
会
世
話
人
研
修
会
開
催
さ
る

十
二
月
二
日
蓬
田

中
学
校
に
て
第

三
回
子
ど
も
会
世
話
人
研
修
会
を

開
催
、
諧

師
助
言
者
と

し
て
東
青

教
育

事
務
所
佐
藤
芳
男
先
生
、
県

社
教
課
上
田
治
先
生
、
県
社
教
指
’

導
員
野
倉
か
め
よ
先
生
を
迎
え
、

『
学
校
の
校
外
班
と
子
ど
も
会
と

の
関
係

に
つ
い
て
』
　「
育
成
会
と

世
話
人
と
の
関
係
及
び
役
割

に
つ

い
て
」
。
つ
兮
蟆
の
子
ど
も
会
の
活

動

に
つ
い
て
」
研

究
協
議
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　

婦
人
学
級
開
設
置
さ
る

十
二
月
一
日
蓬
司

中
学
佼

に
て
婦

人
学
級
開
講
式
開
催
、ヽ
学
級
生
三

十
五
名

に
て
今
後
の
学
習
課
題
、

日
程
等
を
協
議
決
定
し
、
同
に
づ
に

フ
イ
ル

ム
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
行
つ
だ

第
二
回
の
学
習
は
同
じ
く
、
蓬
田

中

学
蟐
に
て
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

森
栄
養
士
を
。
講
師
と
し
て
お
正
月

料
理
（
酢
豚
な
ど
）
の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

Ｈ
Ｋ
聴
視
者
懇
談
会
開
催
さ
る

十
一
月

二
十
五
目
役
場
に
お
い
て

Ｎ
一
1
1
K聴
視
渮
各
階
層
代
表
者
十

欹
石
と
肯
森
放
送
局
長
、
営
業
部

長
、
ほ
か
局
関
係
職
員
出

席
の
も

と
に
種

そ
有
意
義
な
懇
談
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
’

一
月
分
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
　

に

しせ

税

理

士

に

注

意

税

辺

士

は

、

一

定

の

資

格

を

も

っ

だ

。作
務

に

関

す

る

民

間
｡
０

専

門

家

Ｉ
　
　
Ｉａ一
　
　
　
　

。■

で

す

。

そ

し

て

誚

税

者

の

依

頼

に

よ

っ

て

、

税

務

縊

類

の

作

成

や

相

談

な

ど

を

行

な

い

ま

す

。

し

か

し

士

鬲

に

は

貸

格

を

も

か

な

い

で

税

エ
０

仕

事

を

し

て

い

る

、

い

わ

ゆ

る
「
に
せ
税
理
士
」

が
見

受
け

ら
れ
ま
す
。

税
金

に
関
す
る
、
大
切
な
仕
事
を

他
人

に
依
頼
す

る
と
き
は
、
資
格

０‐
な
い
「

に
せ
税
理
士
」

に
頼
ん

で
損
害
や
迷
惑
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
注
意
が
必
要
で
す
。
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（

ニ

ペ
ー

ジ

よ

り
）

住

む
蓬

田

村

が

ど

の

よ
う

に

な

る

か
を

示

し
、

す

す

ん
で

ょ

り

よ

い

村

づ
く

り

に
協

力

す

る

よ

う
呼

び

か

け

て

お

り

ま
す

。

②

、

こ
の

憲

章

は
、

平

易

で
し

か
も

簡

潔

な
表

現

を
し

て

、

だ

れ

で

も

理
解

さ

れ

る

よ
う

に
し

て

、
さ

ら

に

一
層

深

い

意

味

を
読

み
と

れ

る
よ

う

に
用

語

を
吟

味

し

ま

し

た

。

㈲

、

こ

の

憲

章

は
、

各

項

ご

と

に
品

詞

の
配

列

等

文

章

の
形

式

を

一

定
し

て

、

全

体

的

な
調

和
を

考

え

ま

し

た

。

㈲

、

こ
の

憲

章

は
、

一

…

…

二

…

…
一一
一

…

…

の
順

予

に

よ
ら

ず

Ｉ
…

…

一
…

…

一
…

…

と

並
列

し

、

各

項

目

の
間

に
軽

重

は

あ

り

ま

せ
ん

。

村

憲

章

起

躁

芬

員

名
（
順
不
同
）

坂
本
大
博
、
田
中
一
雄
、
八
戸

倉
次
郎

高
田
兼
三

郎
、
森

初
男
、
山
舘
誠
弘

、

坂
本
孫
九
郎
、
越
田
長
太
郎
、
佐
井

幸

四

郎
、
森
光
秀
、
久
慈
寛
一
、
千
葉
琢

勇
、
類
地
徳
勇

、
楼
田
正
三
郎
、
鎌
田

和
夫
、
八
戸
喜
代
四
、
真
土
唯
一
、
坂

本
毅
、
蝦

名
敬

、
島
中
徳
幸
、
坂
本
清

江
、
坂
本
ど
こ
、
武
井
き
の
、
小
野
し

さ
、
坂
本

増
吉

、
松
本
倉
五
郎
、
張
間

勇
、
森
孫

太
郎
、
津
島
源
之
助
、
加
藤

喜
代
作
、
飯
田
岩
吉
、
天
内
岩
五
郎
、

八
幡
邦
雄
、
高

坂
常
雄
、
清
水
専
造
、

藤
田
尚
效
、
松
本
順
一
、
古
川
あ

さ
子

藤
田
修
一
、
武
井
健
一
、
山
舘
建
、
武

井
三

次
郎
、
坂
本
裕
一
、
川
崎
善
一
、

高
田
利
四
郎

、
飯
田
伝
次
郎
、
芳
賀
長

七
、
山
口
与

八
、
坂
本
登
、
八
戸
良
子

佐
藤
良
子

、
佐
井
か
っ
子

、
坂
本
豊
道

村

憲

章

起

草

実

行

委

員

名

委
員
長
　
坂
　

本
　

豊
　

道

委
　
員
　

坂
　

本
　

大
　
博

田
　

中
　
一
　

雄

森
　
　
　

光
　
秀

千
　

葉
　
琢
　

勇

類
　

地
　

徳
　
勇

桜
　

田
　

正
三
郎

鎌
　
田
　
和
　
夫
八
　
戸
　

喜
代
四

真
　

土
　
唯
　

一

藤
　
田
　
尚
　
政

坂
　
本
　
清
　
江

だ
尸
　
　
　

と
な
ら
れ

る
そ
う
だ
。

過
去
の
Ｆ

廴
は
如
何

に
卑
し
め
さ
れ
、

み
じ
め
で
あ
っ

た
か
は
理
解
す
る
に
む

づ
か
し
く
な
い
。

▲
　

生
産
技
術
と
米
価

に
さ
さ
え
ら
れ

て
、
テ
レ
ビ
を
み

る
時
間
、
婦
人
の
労

力
を
省
く
洗
濯
機
、
食
生
活
の
衛
生
を

守
る
冷
蔵
庫
も
入
り
喜
こ
ば
し
い
こ
と

だ
。
だ
が
あ
ん
の
ん
と
し
て

は
お
れ
な
い
、

そ
れ
を
破
壊
し
よ
う
と
す

る
大
き
な
浪

が
押
し
寄
せ
て

来
て
お
る
。

政
府

は
「

米
が
余
っ

た
」
「
買
わ
な
い
」

「
と

る
な
し
　「

価
を
下
げ

る
」
と
云
っ

て
お
る
。

黙
っ
て
お
る
と
乞
食
が
云
っ
た
よ
う
に

云
う
こ
と

を
き

か
な
い
子

が
百
姓
に
さ

れ

か
ね
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

今
や
農
村
の
老
人
も
青
年
も
心
を
合
せ

力
を
結
集
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

自
ら
の
生
活

を
守
る
に
は
自
ら
が
立
ち

上
る
外
途
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
を
つ
き
抜
け
る
こ
と

こ
そ
安
定
し

た
や
か
た
が
築
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

押

し
よ
せ
て
き
て
い
る
大
波

が
ど
ん
な

か
た
ち
で
進
ん
で
お
る
か
大
き
な
目
を

あ

い
て
な
が
め
な
が
ら
…
…
…
…
。

（

一
九
六
八
、

匸
一
、
六
）

昭
和
四
十
三
年
度
女
子
青
年
建
設
班

開

講

式

開

く

蓬
田
村
女
子

青
年
建
設

班
第
八
回
目
の
開
講
式
が

こ
の
ほ
ど
旧
蓬
田
小
学
校

講
堂
で
、
坂
本
村
長
ほ
か

多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
。
和
洋
装
編
物
講
師
は
、
和

裁
、
鈴
木
貞
子
、
東
郡
蟹

田
町
、
洋
裁
、
野
藤
絹
江

東
郡
蟹
田
哨
、
編
物
、
佐

藤
恵
津
子
、
青
森
市
、
が

そ
れ
ぞ
れ
四
十
四
年
三
月

末
ま
で
委
嘱

さ

れ
て

い

る
。
女
子
有
年
掵
設
班
合
宿
研

修
は
四
十
四
年
二
月
に
行

う
予
定
と
し
て
お
り
具
体

的
研
修
日
程
は
後
日
決
定

す
る
。

「
写
真
…
…
開
講
さ
れ
た

女
子
青
年
建
設
班
」

よ

い
の

か

と
云

い

た
い

。

豊

水

が

ヘ
ソ

曲
り

だ

か
ら

と

云

わ

れ

る

と

Ｉ
言

も

な

い

の

か
し

ら
？

。

▲
　

国

語

に
弱

い

と
云

わ

れ

て

も
国

民

の
殆

ど

が
外

国
語

よ

り

は

絶

対
強

い

こ

と

に

は

間
違

い
な

い

。

「

で

も

」
　「

議

員

で

も

」
　「

村

長
で

も

」

「

学

佼

の
先

生

で

も

」
　「
公

民

舘
長

で

も
」
　
「

彼
で

も

」
　「

あ

の
人

で
も

な
ア

ー
」

そ

の
「

で

も
」

の

も
っ

意
味

は

常

識

を

逸
し

た
意

外

な

出

来

ご
と

を

表

す

発

言

内

容
だ

と

思

わ

れ

る
し

、

観

念

的

用

語

で
あ

ろ

う

。

「

で

も
」

な

る

用

語

は
身

分

不

相

応

な

言
葉

や

行
動

を

表
現

す

る
も

の
だ

と

解

釈

さ

れ

る
。

そ
う

な

る
と

ヘ

ソ

曲
り

か
ど

う

か

判

断

が
っ

く

と

思

わ
れ

る
。

▲
　

東

京

で

は
乞

食

の
家

庭

の
子

供

が

云

う

こ

と

を
き

か
な

い
と

、
「

お
前

が

そ

ん

な

に
云

う

こ

と

を
き

か
な

い
と

百

姓

に
ゃ

る

ぞ
が
‥
」

と
云

う

そ

う

だ

。

又

、

運
転

手

が

車

を

モ

タ
く

さ
し

て

お

る
と

、

フ

」
の

野
郎

、

ど

こ

の

百
姓

▲
　
三

十
八
年
十
月
朝
日
新
聞
経
済
展

望
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
電
機
製
品

は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
る
。

「
農
村
で
も
」
近
頃

電
気
器
具
が
ど
ん

ど
ん
家
庭

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
掃
除
機

テ
レ
ビ
な
ど
は
な
い
家
庭
が
珍
ら
し
い

お
ま
け

に
農
閑
期
に
な
る
と
慰
安
旅
行

に
出
る
そ
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
貸
切

り
。バ
ス
が
十
日
も
前
か
ら
予
約
し
な
い

と
ま
に
合
わ
ぬ
こ
と
も
あ

る
。

農
村
の
神
武
景
気
を
如
実
に
物
語

る
も

の
で
あ

る
云

々
…
…
。
」

▲
　

農
村
を
間

わ
ず
ど
こ
の
家

庭
に
も

電
化

品
が
入
り
経
済
の
谷

間
を
埋
め
都

市

な
み

の
文
化
生
活
を
営
む
よ
う
に
た

っ

た
と
な

ら
一
寸
戴
け
る
節
も
あ

る
が

「

農
村
で
も
」
に
問
題

点
が
あ

る
。

作
者

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
裏
を
返

せ

ば
「
農
家
で
も
」

近
頃

便
利
な
機
真

機
械
を
と
り
入
れ
ぜ
い
た
く
な
生
活
を

し

て
き
た
と
し
か
受
け
止

め
が
た
い
。

な

に
か
小
馬
鹿
に
さ
れ
た
よ
う
で
最
大

の
抵
抗
と
憤

り
を
感
じ

た
。

逆
を
云
へ
ば
百
姓
な
ど

は
暗

い
う
ち
か

ら
暗

く
な
る
ま
で
働
き
、
経
済

に
も
文

化
に
も
恵
ま
れ
ず
、
毎
日
／ｙ

あ
く
せ

く
と
下
積

な
暗
い
生
活
を
し
て
お
れ
ば

「

百
　

姓
　

で
　
も

」

豊
水
放
談
２
２
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昭
和
四
十
三
年
度

成
　
人
　
式

皆

さ
ん
は
す
こ
や
か
に
成
長

さ
れ
、

目
出
度
く
成
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

別
記
の
通
り
お
祝
い
の
式
を
行
な

い
ま

す
。
全
員
お
気
軽
に
出
席
し
て
下
さ
い

な
お
服
装
な
ど
は
ふ
だ
ん
の
ま
Ｘ
で
よ

ろ
し
く
、
案
内

は
別
葉
で
御
通
知
申
し

上
げ
ま
し

た
。
記

名
簿
該
当
者

次
の
通
り

住
民
票
に
よ
り
名
簿
作
成
し
ま
し
た
。

名
簿
も
れ
の
方
で
も
当
日
会
場
の
方
へ

お
越
し
下

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

成
　
人
　

者
　
　
　

世
帯
主

中
　
　
　

沢

山

谷

博

子
　

勘

太

郎

吉

田

俊

秋
　

喜

代

松

藤

田

佳

慈
　

貞

四

郎

坂
　

本
　
永
太
郎
　
　

三
上
孝
一

坂
　

本
　
美
　

芳
　
　

三
上
孝
一

坂
　
本
　

広
　

佳
　
　

金
　
　

作

坂
　

本
　
う
め
子
　
　

年
　
　

也

坂
　

本
　
健
　

一
　
　

大
　
　

博

藤

田
　

い
ゑ
子
　

定

五

郎

横

山

幸

市
ｔ
　

久

太

郎

工
　
藤
　
　
　

崇
　
　

正
　
　

一

長
　
　
　

科

三
　
浦
　

栄
　

子
　
　

辰
　
　

海

坂
　

本
　
万
　

蔵
　
　

英
　
　

夫

松
　
本
　

富
美
義
　
　

ト
　
　

シ

松
　

本
　
照
　

慈
　
　

松
　
　

雄

三
　
浦
　

安
　

子
　
　

清
　
　

光

藤
　

本
　
憲
　

和
　
　

俊
　
　

正

工
　
藤
　

マ
サ
子
　
　

正
　
　

信

張
　
間
　

幾
　

子
　
　
　
　
勇

藤
　

本
　
好
　

司
　
　

ま
　
　

さ

藤

本

勇
　

一
　

塩

三

郎

室
　
谷
　

邦
　

憲
　
　

千
　
　

芳

藤
　
本
　

栄
　

子
　
　

力
　
　

衛

阿

弥

陀

川

倉

谷
　

ヤ
ヱ
子
　

平

八

郎

森
　
　
　

時
　

夫
　
　

春
　
　

雄

森
　
　
　

愛
　

子
　
　

繁
　
　

夫

八
　
戸
　

恵
美
子
　
　

一
　
　

郎

青

木
　
　

正
　

巳

之

吉

森
　
　

京
　

子
　

源

一

郎

森
　
　
　

啓
　

子
　
　

謙
　
　

一

森
　
　
　

京
　

子
　
　

正
　
　

光

青
　
木
　

誠
　

一
　
　

定
　
　

雄

青
　
木
　

修
　

子
　
　

慶
　
　

作

青
　
木
　

う

め
子
　
　

末
　
　

吉

古

川

武

道
　

多

兵

衛

八
　
戸
　
　
　

司
　
　

春
　
　

海

森
　
　
　

松
　

子
　
　

勝
　
　

美

森
　
　

照

予
　

千

代

吉

森
　
　
　

静
　

夫
　
　

清
　
　

一

森
　
　
　

光
　

秋
　
　

光
　
　

衛

藤

本
　

日
出
丸
　

兼

太

郎

藤

本
　

日
出
子
　

兼

太

郎

蓬
　
　
　

田

古

川

朝

子
　

千

一

郎

小
笠
原
　

む
　

つ
　
　

喜
　
　

一

青

木

文

江
　

与

三

郎

武

井

則

子
　

石

太

郎

細
　
谷
　

ア
キ
子
　
　

忠
　
　

蔵

細

谷
　
　

昇
　

与

三

郎

木
　

村
　

悦
　

子
　
　

糟
　
　

蔵

吉
　
崎
　

年
　
江
　
　

と
　
　

ら

中
　
村
　

政
　

六
　
　

エ
　
　

ス

津
　

島
　

雄
　

一
　
　

武
　
　

雄

武

井

昭

夫
　

照

太

郎

木
　

村
　

八
千
代
　
　

岩

五

郎

山
　

本
　
文
　

子
　
　

兼
　
　

吉

弍

井

．．
　
　
　

兼

次

郎

佐

藤

良

子
　

勝

四

郎

武

井

悦

子
　

三

治

郎

武
　

井
　

七
　

重
　
　

元
　
　

一

三
　

上
　

勇

次

郎
　
　

八

三

郎

小
　

松
　

修
　

身
　
　
　

清

工
　

藤
　

英
　

雄
　
　

あ
　
　

り

郷
　
　
　

沢

大
　

宮
　

か
の

子
　
　

正
　
　

一

福
　

田
　

照
　

江
　
　

福
　
　

蔵

福
　

井
　
　
　

保
　
　

岩
　
　

蔵

高
　

田
　

隆
　

吉
　
　
　
種
　
　
　
雄

高
　

田
　

美

千

代
　
　

三
　
　

雄

加

藤

古
心

子
　

喜

代

作

高

田

盛

男
　

長

次

郎

福
　

井
　

雅
　

保
　
　

石
　
　

蔵

小
　

川
　
　
　

修
　
　

秀
　
　

作

高

田

友

子
　

賢

三

郎

中

川

吉

信
　

卯

之

吉

‘
福
　

田
　

広
　

志
　
　

専
　
　
　
一

福

井

春

雄
　

寅

次

郎

福

田
　
　

昇
　

武

太

郎

瀬
　

辺
　

地

田
　

中
　

セ
ッ

子
　
　

栄
　
　

蔵

越
　
旧
　

蒿
里
子
　
　

福
　
　

松

木
　

村
　
　
　

良
　
　

佐
　
　

助

葛
　

西
　

美
保
子
　
　

永
　
　

吉

奈
良
岡
　

美
代
子
　
　

久
慈
清
彦

木
　

戸
　

鉄
　

雄
　
　

厚
　
　

生

越

田

政

憲
　

助

太

郎

山
　

舘
　

明
　
子
　
　

武
　
　

雄

山
　

舘
　

啓
　

悦
　
　

誠
　
　

弘

飯

田

啓

子
　

伝

次

郎

田
　

中
　
　
　

仁
　
　

義
　
　

春

木

村

弘

子
　

円

次

郎

田
　

中
　

正
　

子
　
　

勇
　
　

三

山
　

舘
　

五
十
一
　
　

清
　
　

剛

川
　

田
　
　
　

忍
　
　

国
　
　

松

山
　

舘
　

フ
ヂ
エ
　
　
　

清

山
　

舘
　

保
　
明
　
　

文
　
　

作

大
　

阪
　

武
　

美
　
　

武
　
　

雄

広
　
　
　

瀬

小
　

畑
　

光
　

志
　
　

清
　
　

実

柿
　
崎
　

君
　
江
　
　

由
　
　

雄

田

中

成

子
　

丑

太

郎

柿

崎

登
喜
子
　

喜

代

作

佐

井

信

悦
　

勇

治

郎

田
　

中
　

あ
い
子
　
　

喜

八

郎

武

井

良

光
　

貞

太

郎

天

内

和

予
　

岩

次

郎

木
　

村
　

二
三
男
　
　

弥
　
　

八

久
　
慈
　

津
恵
子
　
　

竹
　
　

雄

久
　
慈

真
理
子
　

登

世

雄

福
　
浦
　

勝
　
巳
　
　

末
　
　

蔵

福

浦
　
　

務
　

竹

次

郎

高
　
　
　

很

佐
　
井
　
（

ル
ヨ
　
　

た
　
　

み

八
　

幡
　
　
　

悟
　
　

多
　
　

市

菊
　
地
　

し
　
げ
　
　

清
　
　

巳

中
　
　
　

沢

三
　

上
　

悦
　
子
　
　

雄
　
　

一

記

と
　

き
、
一
月
十
五
日
午
前
十
時

と
こ
ろ
、
蓬
田
村
女
子
建
設
班
教
室

行
　
　

事

一
、
記
念
の
お
は
な
し

二
、
大
人
と
語

る
（
座
談
会
）

三

、
記
念
撮
影

県
教
育
公
報
（
も
の
も
う
す
）
ら
ん
よ
り

た

く

ま

し

く

育

ち

ゆ

く

め
っ
た
に
終
列
車
に
乗

る
こ
と
は
な
い

の
だ
が
あ
る
夜
青
森
発

の
津
軽
線
に
乗

り
こ
ん
だ
。
た
い
て
い
勤
め
帰
り
ど
こ

か
に
寄
っ
て
き
た
の
が
多
い
か
ら
車
中

は
花
や
い
だ
ふ
ん
い
き
に
な
っ
て
い
る

と
、
そ
の
中

に
三
四
年
前
卒
業
し
た
は

ず
の
女
の
子

が
七
八
人
ま
じ
っ
て
い
る

い
っ
と
は
な
し
に
、
わ
た
し

の
か
け
て

い
る

ボ
ッ
ク
ス
に
集
ま
っ
て
き
た
。

午
後
村
か
ら
出
て
き
て
新
城
、
荒
川

、

東
岳
と
青
森
市
近
郊
農
村
の

ビ
ュ

ー
ル

（

ウ
ス
の
経
営
な
ど
を
グ
ル
ー
ブ
で
み

て
ま
わ
っ

た
の
だ
と
い
う
。
メ
ン
バ

ー

の
た
い
て
い
は
、
中
学
校
卒
業
だ
が
、

な
か
に
は
高
校
卒
も
い
て

い
ま
ど
き
め

ず
ら
し
く
も
農
業
後
継
者

た
る
こ
と
に

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

い
る
娘
た
ち
だ

そ
ん
な
に
貯
え
も
な
い
農
業
問
題
の
知

識
を
ふ
り

か
ざ
し
彼
女
だ
ち
と
意
気
投

合
し

た
わ
た
し

は
、
わ
ず
か
十
分
た
ら

ず
の
車
中

を
お

Ｘ
い
に
気
分
を
よ
く
し

て

油
川
駅

に
下
車
し
た
。

そ
う
い
え

ば
、
わ
た
し

の
勤

め
て
い
る

村
は
単
作
地
帯
で
は
あ
る
が
、
耕
作
面

積
一
戸
平
均
一

ヘ
ク

タ
ー
ル
余
、
区
画

整
理
气
　
　
ぎ

で
な
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
昨
年
か
ら
開
田
も
行
な
わ
れ
四
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
今
秋
新
し
く
稲
刈
り
を

行

な
っ

た
。
来
年
は
一
一
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
か
ら
将
来
は

一
戸
あ
た
り
の
水
田
耕
作
が
ニ

ヘ
ク
タ

ー
ル
に
な
る
の
も
そ
ん
な
に
時
間
の
か

か
ら
な
い
話
と

な
っ
た
。
米
作
農
業
の

将
来
は
と
も
あ
れ
、
そ
う
な
れ
ば
現
在

の
出

か
せ
ぎ
や
、
青

森
市
依
存
の
経
済

か
ら
解
放
さ
れ
自
立
す
る
こ
と
も
約
束

さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
地
味
で
は
あ
る
が

村
の
理
事
者
と

農
協

の
指
導
者

が
一
体

と

な
っ
て
、
村

づ
く
り
に
た
く
ま
し
く

と
り
く
ん
で
い
る
。

こ
ん
な
村
か
ら
、
こ
ん
な
娘
た
ち
が
育

っ
て
い

る
。
こ
ん
な
事
実
も
、
こ
ん
な

村

の
事
実
か
ら
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
こ
と

を
学
ぶ
べ
き
で
あ

ろ
う
。

中
学
校
教
諭
　
田
中
正
太
郎
書
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